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アー ミッ シュ は 北ア メリ カ の 魅力 的 な 宗教 的 コミ ュ ニ ティ ーー の 一 つ で す 。 今 で も ド 
イツ 語 あ る い は スイ ス の 方 言 を 話し 、 現 代 的 な 社会 の 真ん中 で 、 彼 ら 独自 の 文化 世界 
を 築い て き て いま す 。 彼ら は 頑固 な まで に アメ リカ 文化 に 飲み 込ま れる こと を 拒ん で 
き て いま す が 、 時 代 の 中 に 凍り 付い て いる 社会 的 骨董 品 で は あり ませ ん 。 彼ら は 活動 
的 で 栄え て いる コミ ュ ニ ティ ーー な の で す 。 彼ら の 成功 の 秘訣 は な ん で し ょ うか 。 彼ら 
の 知恵 の 源 は 何で し ょ うか 。 そ し て な ぜ 彼 ら は 私 た ち を と りこ に する の で し ょ うか 。 

私 た ち は 多 く の 理由 で アー ミッ シュ に 惹き つけ られ る よう で す 。 彼ら の 場所 の 感覚 、 
彼ら の 社会 的 安定 、 そ し て 、 彼 ら の 現代 文化 に 対す る 頑 な な 抵抗 。 現 代 生活 の スト レ 
ス や 圧迫 の ど 真ん中 で 、 私 たち は 彼ら の 安定 し た コミ ュ ニ ティ ー や 強い 社会 的 絆 に 興 
味 を そそ られ ま す 。 彼ら の が っ し り し た 家庭 や ゆっ くり し た 生活 の ペー ス も また 私 た 
ち を ひき つけ ます 。 私 た ち は 、 彼 ら が テレ ビ も コン ピュ ー タ も スピ ー ド の 出る 車 も な 
い の に 幸せ で ある こと に 驚き ます 。 私 た ち が ア ー ミ ッシュ に 惹か れる の は お そら く 、 
私 た ち が 現 代 生 活 に 満足 し て いな いこ と を 示す の で し ょ う 。 私 た ち は 必 ず し も 彼ら に 
賛同 する わけ で は あり ませ ん 。 し か し 、 私 た ち は 、 彼 ら が この ハイ テク の 生活 を 前 に 
し て も 自分 た ちの 信念 を 実践 する と いう 彼ら の 勇気 を た た えま す 。 

最初 見 る と 、 ア ー ミ ッシュ の 人 た ち は 、 風変わり な よう に 見 える か も し れ ま せん が 、 
より よく 観察 し て みる と 、 彼 ら の 価値 観 の いく つか は 、 我 々 の 慣れ 親しん だ 考え 方 に 
挑戦 し て いる と いう こと が わか り ま す 。 私 た ち は 、 彼 ら が 質素 な 服装 や 技術 の 制限 に 
し が みつ いて いる こと を 嫌 に 思い ます 。 さ ら に 、 私 た ち は 大 学 だ け で な く 高校 と 科学 
の 勉強 を も 拒否 する 人 た ち に 困っ て いま す 。 実際 は 、 多 く の ア ー ミ ッシュ の 行う こと 
は 、 多 様 性 、 選 択 、 進 歩 そ し て 全 世 界 的 意識 の よう な すばらし いこ と の 眼前 で は 説得 
力 が あり ます 。 度 肉 な こと に 、 私 た ち は 現 代 生 活 の 非常 に 重要 な 価値 観 の いく つか を 
拒絶 し て いる 人 た ち に 惹き つけ られ て いる の で す 。 

私 た ち は 、 真 意 、 ア イデ ン テ ィ テ ィ 、 そ し て 深い 絆 - それ ら は ハイ テク 生活 の 超 ス 
ピー ド に よっ て し ば し ば 壊さ れ て いっ て いま す が - の 強い 意識 を 守っ て いく 方法 を 
見 出し て いる コミ ュ ニ ティ ー に 魅了 され ます 。 そ し て 、 多 く の 人 々 は アー ミッ シュ の 
人 た ち が 具 体 化し て いる まさ に その 価値 観 を 切望 し て いま す 。 現代 モザ イク 社会 の 中 
で その よう な 異な っ た 世界 を 作り 出し て いる アー ミッ シュ 隣人 た ちか ら 私 た ち は 何 
を 学ぶ と と が で きる で し ょ よう か 。 
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アー ミッ シュ の 歴史 は 1500 年 代 に ヨー ロッ パ の 宗教 改革 の 間 に 現 れ た アナ バ プ テ 
ィ ス ト 運動 か ら 始ま り ま す 。 ス イス で 1525 年 に 始ま り 、 ヨ ー ロ ッ パ の ほか の 地域 に 
広げ 、 ア ナ バ プ ティ スト は 赤ん坊 を 洗礼 する の を 拒否 し まし た 。 彼ら は 、 キ リス ト に 
従う と 自発 的 に 決め た 大 人 た ち だ けが 洗礼 を 受け る べき だ と 主張 し まし た 。 彼ら の 信 
慢 な 行動 は 、 す べ て の 赤ん坊 が 洗礼 を 受け る と 予想 し た 世界 の 死罪 で し た 。 若者 の 過 
激論 者 は すぐ 「 アナ バプティスト 」( 再 洗礼 派 と いう 意味 ) と 呼ば れ ま し た 。 な ぜ な 
ら 彼ら が すでに 幼児 と し て 洗礼 を 受け て いた か ら で す 。 アナ バプティスト は 、 日常 生 
活 で イエ ス の 教え を 実践 する こと で 、 民 政 より 聖書 へ の すばらし い 上 忠 誠 を 示し まし た 。 
彼ら は 実際 、 政 教 分 離 の も っ と も 早い 提案 者 で し た 。 

アナ バプティスト は 、 協会 と 国家 が た だ 一 つの 社会 機構 で ある べき だ と 考え た 市 民 
と 信心 深い 当局 を 侵害 し まし た 。 厳 し い 迫 害 は 1527 年 に 始ま り 、 何 年 も 続き まし た 。 
アナ バプティスト は 異教 徒 と みな され 、 多 く が 迫害 され まし た 。 彼ら は 火 刑 柱 で 火 刑 
に され た り 、 湖 で 湧 死 させ られ た り 、 公 の 見 世 物 と し て 捧 問 に か けら れ た り 、 地 下 寂 
で 負え 死に に され た り し まし た 。1200 ペー ジ の 本 「 閣 教 者 の 鏡 : 無防備 の クリ スチ 
ャ ン の 血 だ ら け の 悲 劇 」 に は 、 彼 ら の 捕 問 の 多く の 話 が 記録 され て いま す 。 ア ー ミ ッ 
シュ の 聖職 者 は こん に ち 説 教 で 「 狗 教 者 の 鏡 」 の 物語 を し ば し ば 語り ます 。 

厳し い 人 迫害 は 多く の アナ バプティスト を 田舎 に 隠れ る よう 追い 込ん で 、 教会 が より 
大 きい 社会 の 中 の 別々 の 共同 体 で ある と いう 彼ら の 信念 を 確か な も の に し まし た 。 世 
の 中 か ら 分 離す る こと が 初期 の アナ バプティスト の 継承 者 た ちの 信仰 の 基本 教義 に 
が がり: まし た 。 

アー ミッ シュ は 1693 年 に スイ ス と フラ ンス の アル ザ ス の 地域 に 住ん な で い る アナ バ 
プティ スト の 特別 な グル ー プ と し て 出現 し まし た 。 ヤ コブ プ ・ ア マン と いう アナ バ プ テ 
ィ ス ト の リー ダー は 教会 の 生活 を 新た に し よう と し まし た が 、 ほ か の リー ダー は 彼 の 
考え を 歓迎 し ませ ん で し た 。 ほ か の 変化 の 中 で は 、 ア マン は 、 そ の 証 と 純粋 さ を 維 持 
する た め に 、 教 会 の 信仰 が ぐら つい て いる メン バー を 避け る よう に 求め まし た 。 そ れ 
に より 、1693 年 に 分 割 に つなが り 、 ア マン に 従う も の は すぐ に アー ミッ シュ と 呼ば 
れ ま し た 。 多く の 他 の 再 洗礼 派 は や が て は オラ ンダ の アナ バプティスト の リー ダー の 
メ ノ ・ シモンズ に ちな ん で メ ノ ナ イト と いう 名 前 に な り ま し た 。 

アー ミッ シュ は 1700 年 代 半 ば と 1800 年 代 に 数 回 に わた っ て アメ リカ に 移住 し ま 
し た 。 彼ら は コミ ュ ニ ティ ー を ペン シル バニ ア 州 、 オ ハイ オ 州 、 イ ン デ ィ ア ナ 州 に 形 
成 し 、 や が て 他 の 州 に も 広がり まし た 。 彼ら は し ば し ば 彼ら の 宗教 的 縁者 で ある メ ノ 
ナイ ト の 近く に 定住 し まし た 。 今日 、 オールド オー ダー メ ノ ナ イト の グル ー プ は 馬車 
に よる 輸送 を 使い ます が 、 メ ノ ナ イ ト の 大 多数 は 車 を 運転 し た り 、 現 代 的 な 服 を 着 た 
り 、 高 等 教育 を サポ ー ト し た り 、 現 代 技術 を 使い ます 。 オ ー ル ド オー ダー アー ミッ シ 
ュ の 人 た ち は 時 々 学校 や 発表 で アー ミッ シュ と 協力 し ます が 、 一 般 的 に 、 ア ナ バ プ テ 
ィ ス ト と いう 祖先 は 共通 で す が 、 ア ー ミ ッシュ と メ ノ ナ イト は 別々 の 生活 で す 。 
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アー ミッ シュ の 価値 は 、Ordnung( 規則 と 順序 を 意味 する ドイ ツ 語 ) と 呼ば れ て い 
る 日 常 生 活 の た め の ガ イド ライ ン に 解 記 さ れ て いま す 。Ordnung は 日 淀 生活 の た め 
の 一 連 の 期待 され て いる こと で す 。 規則 は 、 た いて い は 文字 で 書か れ て いな く て 、 実 
践 と 語り 伝え に よっ て 伝え られ ます 。 規則 は 新しい 問題 が 起こ っ た と き に 更新 され ま 
す 。 子供 た ち は 観 察する こと で 規則 を 学び ます 。 多 く の 期 待 さ れ て いる こと - 離婚 、 
テレ ビ 、 兵 役 に 対 する 禁止 - は 、 ほ と ん ど 議 論 の 必要 が な いと され て いま す 。 な ぜ な 
ら 当然 の こと だ か ら で す 。 よ り 多 く 論 争 を 起こ す 問 題 - 携帯 電話 、 コ ンピュータ 、 装 
飾 的 な 芝生 の 飾り 、 派 手 な 服装 - が 、 会 衆 の 会 議 で リー ダー に よっ て 述べ られ ま す 。 

それ ぞ れ の 教区 の メン バー は 、 年 に 2 回 、 春 と 秋 の 拝礼 式 の 前 に Ordnung を 確認 
し ます 。Ordnung の 詳細 な 取り 決め は 、 地 元 の 信仰 集会 の サブ グル ー プ に よっ て 異 
な り ま す 。 例え ば 、 プ ロ パ ン ガ スコ ン ロ と 冷蔵 庫 を 許可 する 集会 も あれ ば 、 そ う で な 
い 集会 も あり ます 。 大 部 分 の アー ミッ シュ の 家庭 は 屋内 の トイ レ と 洗面 所 が あり ます 。 
し か し 、 よ り 保 守 的 な グルー プ の メン バー は 屋外 の トイ レ に 歩い て いき ます 。 
Oldnung は 我々 が どの よう に 生き る べき か に 関す る 我々 の メン バー の 中 で の 合意 で 
ある 」 と 一 人 が 言い まし た 。「 メン バー が Oldnung を 尊重 する なら ば 、 そ れ は 平和 、 
愛 、 安らぎ 、 統 一 を 生み 出す 」 と 聖職 者 は この 信念 を 繰り 返し 言い ます 。 そ れ で も 、 
Oldnung の 詳細 に 関す る 意見 の 相違 は 時 々 論議 を 呼ぶ こと が あり ます 。 

Oldnung は 行い に 対す る し て ほし いこ と と や っ て は いけ な いこ と を 定め て いま す 。 
それ は 個人 の 服装 か ら 、 科 学 技術 の 使用 に まで わた っ て いま す 。 全 て の アー ミッ シュ 
の グル ー プ は 男性 と 女性 が 特徴 的 な 服 を 着る こと に な っ て いま す 。 結婚 し て いる 男性 
は あご ひげ を の ば し 、 ア ー ミ ッシュ スタ イル の 帽子 と ベス ト を 身 に 着け る こと に な っ 
て いま す 。 女性 は 頭 を お お う も の と 、 普 通 は ケー プ と エプロ ン を 含む 3 ピー ス の 服 を 
着 ま す 。 色 や スタ イル の 細か いこ と は グル ー プ に よっ て 異な り ま す 。 アメ リカ の 文化 
ー そこ で は 服装 は 個人 の 装飾 の ツー ル で す が 、 と は 違っ て 、 ア ー ミ ッシュ の 中 で は そ 
れ は 総体 的 な 命令 へ の 服従 を 意味 し 、 グ ルー プ の アイ デン ティ ティ の 公 の 象徴 と し て 
役立っ て いま す 。 

Oldnung の 一 部 と し て 、 大 部 分 の アー ミッ シュ の グル ー プ は 、 自動 車 を 所 有する こ 
と 、 公 共 の 線 か ら 電気 を 接続 する こと 、 自 動 式 の 農業 機械 の 使用 テレ ビ ・ ラ ジオ ・ 
コン ピュ ー タ の 使用 、 高 校 ・ 大 学 へ 行く こと 、 軍 隊 に 入る こと 、 離 婚 す る こと を 禁じ 
て いま す 。 メンバ ー は ドイ ツ か スイ ス の 方 言 を 話し 、 グ ルー プ の 服装 基準 を 厳守 する 
こと に な っ て いま す 。 

メン バー は 洗礼 で Oldnung に 従う こと を 同意 し ます 。 一 部 の 洗礼 を 受け て いな い 
若者 は 、 車 を 買っ たり 、 エ レキ ギタ ー を 演奏 し た り 、 バ ギー の 中 に CD プレ ー ヤ ー を 
隠す こと に よっ て 、 世 の 中 の こと に 面白 半分 に 手 を 出す か も し れ ま せん 。 し か し 、 彼 
ら が 教会 に 加わ っ た 後 、 彼 ら は すぐ に 禁断 の 果実 を 捨て ます 。 
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た いて い の ア ー ミ ッシュ 以外 の 人 た ち は 、 大 部 分 の アー ミッ シュ の 子供 た ち が 
1950 年 以前 か ら 公立 学校 に 通っ て 学ん で いる こと に 驚く か も し れ ま せん 。 実際 、 ア 
ー ミ ッシュ の 父親 た ちの 一 部 が 田舎 の 公立 学校 の 管理 者 と し て 働い て いま し た 。 アー 
ミッ シュ の 子供 た ち は 、 地元 の 親 た ち に よっ て 管理 され て いる 小さ な 田舎 の 学校 が 快 
適 で し た 。 第 二 次 世界 大 戦後 、 多 く の 公立 学校 で は 1 6 歳 ま で の 出席 を 要求 し まし た 。 
ほぼ 同じ ころ 、 多 く の 小 さ な 学 校 が 閉校 し 、 大 き な 地 区 の 学校 に 合併 され て いき まし 
た 。 ア ー ミ ッシュ の 親 た ち は 、 そ れ ら の 発展 に 抗議 し まし た 。 な ぜ な ら 、 彼 ら の 子供 
た ち を 育て る こと に 対す る コン ト ロー ル を 失う か ら で す 。 その 上 、 彼 ら は 「 本 の 学問 」 
と 8 年 以上 学ぶ こと は 、 農 業 に と っ て 不 必要 と みな し て いま す 。 

アー ミッ シュ の 親 た ち は 子 供 を 大 きい 公立 学校 に や る の を 断る と 刑務 所 に 入れ ら 
れ ま し た 。 ア ー ミ ッシュ に 対し て 数 年 間 に わ た っ て 告訴 を し た 州 が あり まし た 。 最終 
的 に 1972 年 、 ア メリ カ の 最高 裁判 所 で Wisconsin vs Yoder と し て 知ら れ て いる 事例 
の 裁決 で アー ミッ シュ の 子供 た ち は 正 式 な 学校 教育 を 8 年 で 終え る こと が で きる よ 
うに 決ま り ま し た 。 裁 判 所 は 次 の よう に 決定 し まし た 。「 変わ っ て は いる けれ ど 、 他 
人 の 権利 や 利害 を 妨げ な い 生 活 の 仕方 は 、 異な っ て いる か ら と いっ て 非難 すべ き で は 
ANU だ 。 

の ガー ペク ン ユ の の 中 に は まだ 団 吉 の 230 要 に 退 2CN る の 者 も いあ す 。 
し か し 、 大 部 分 の 子供 が 行く 教室 が 1 つか 2 つの 学校 は 、 ア ー ミ ッシュ の 親 た ち が 運 
営 し て いま す 。 実際 、 35,000 人 の アー ミッ シュ の 若者 が 約 1.300 校 の 8 年 生 の 公 
立 学校 に 通っ て いま す 。 教育 は 英語 で 行わ れ て いま す 。 い くら か の 「 scholars」- ア 
ー ミ ッシュ の 生徒 は そう 呼ば れ て いる の だ が - に と っ て 、 そ れ は 彼ら が 英語 に 最初 に 
さら され る こと で す 。 教師 は 、 ふ つう 、 高 校 に 行っ て いな い ア ー ミ ッシュ の 女性 で 、 
アー ミッ シュ の 学校 の 卒業 生 で す 。 定 期 的 な 教師 の ミー ティ ング 、 お よび アー ミッ シ 
ュ の 教師 の 雑誌 「 Blackboard Bulletin」 を 通し て 、 教 師 は 自分 で 学ん で いま す 。 そ 
れ ら は 彼ら の 教育 能力 と 彼ら の アー ミッ シュ の 価値 観 を 受け 入れ る こと で 選択 され 
で by ま まる 

理事 と 呼ば れる 父親 の グル ー プ は 、 学 校 を 維持 し 、 教 師 を 雇い ます 。 親 た ち は 学 校 
を 支持 する ため に 授業 料 を 払い ます 。 1 人 の 教師 が 8 学年 すべ て の 責任 を も つこ と も 
あり ます 。2 つ 教 室 が ある 学校 で は 、 学 年 が 2 人 の 教師 で 分 割 さ れ て いる こと も あり 
ます 。 宗教 の 歌 と 聖書 を 読む こと で 授業 日 に な る か も し れ ま せん が 、 宗 教 が 公式 に は 
教え られ て いま せん 。 読 むこ と 、 綴 り 、 書 く こ と 、 そ し て 数 学 が 基本 的 な 教科 で す 。 
科学 は 教え られ て いま せん 。 教科 書 の ほとん ど が アー ミッ シュ の 出版 社 か ら 手 に 入れ 
で ます 

教育 の 質 は グル ー プ と 地域 に よっ て 異な り ま す 。 い く つか の 共同 体 で は 、 ア ー ミ ッ 
シュ の 生徒 は 標準 化 さ れ た 学力 検査 の と き に 非常 に 良い 成績 で す 。 し か し な が ら 、 ア 
ー ミ ッシュ の 学校 の 本 当 の テス ト は 、 郊外 の ハイ テク の 学校 と どの よう に 比較 する か 


で は な く 、 ア ー ミ ッシュ の 文化 の 中 で 成功 する た め に アー ミッ シュ の 若者 に どれ くら 
いよ く 準備 させ る か と いう こと で す 。 そ の 基準 を 使用 し て 、 ア ー ミ ッシュ の 学校 は か 
な り よ く や っ て いる よう に 見 えま す 。 と に か く 、 学校 は アー ミッ シュ の 価値 観 を 伝え 
る 際 に 重要 な 役割 を 果たし ます 。 友 情 を 育ん で 、 外 の 世界 へ の 露出 を 制限 し て いま す 。 
学校 は 、 ア ー ミ ッシュ の 人 生 の 活力 と 生活 力 に 貢献 し て いま す 。 
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アー ミッ シュ 社会 に お いて 、 教 会 や 家庭 は 主要 な 社会 的 な 集団 で す 。 若者 は 早く 成 
人 に な る 準備 を し 、 た いて い は 21 歳 で 結婚 し ます 。1 日 中 か か る 結婚 式 は 、 ア ー ミ 
ッシュ 社会 の 祝福 の 式典 で す 。 式 典 は 、 平 日 に 、 花 嫁 も し く は 親しい 親族 の 家 で と て 
も な が い 礼 拝 の 後に 行わ れ ま す 。 そ こ で は 、 数 百 も の 客 が 祝い の 行事 の 昼食 や 夕食 に 
参加 し ます 。 

アー ミッ シュ の 夫婦 に は 、 平 均 で 6 人 も し く は 7 人 の 子供 が いま す が 、 と きど き 、 
12 人 か 、 そ れ 以 上 の 子供 を 持つ 夫婦 も いま す 。 ほ と ん どの 家庭 は 健康 上 の 理由 に よ 
っ て 医者 か ら 忠告 され て いな い 限 り 、 人 工 的 な 避妊 を し ませ ん 。 近く の 病院 で 生ま れ 
る 赤ちゃん も いれ ば 、 家 か 、 も し く は 医者 か 公認 の 助産 婦 の 管理 の 下 の 近 く の 病院 で 
生ま れる 赤ちゃん も いま す 。 

アー ミッ シュ の 家族 は 、 男 性 が 家庭 の 精神 的 な 先頭 と し て 、 伝 統 の 社会 的 な 性 の 役 
割 を 示し て いま す 。 彼 は 彼ら の 宗教 の 繁栄 と 、 教 会 と 外 の 世界 と の 間 に 生 じ た 問 題 に 
責任 を 持ち ます 。 あ る 夫 は 、「 妻 は 奉仕 者 で は な く 、 彼 女 は 女王 で あり 、 夫 は 王様 で 
ある 。」 と 言い まし た 。 ほ と ん どの 家族 に お ける よう に 、 ア ー ミ ッシュ の 結婚 に お け 
る 男女 の 役割 は 個人 に よっ て 様々 で す 。 夫 が 家 で 仕事 を する と き は 、 た くさ ん の 交差 
する 役割 を 分 け 合 い 、 女 性 は 納屋 や 店 で 手伝い を し て いて 、 男 性 は 庭 か 家 の 周 り の 仕 
事 を し ます 。 妻たち は 、 自 分 た ちの 子供 が まだ 小さ いと き は 、 外 で 長 時 間 の 仕事 を す 
る こと は めった に あり ませ ん 。 

拡大 し て いく 家庭 の ネッ トワ ー ク は 、 ア ー ミ ッシュ 社会 で の アイ デン ティ ティ ー の 
強い 意識 を 与え ます 。 典型 的 な 人 に は 、2 ダー ス ( 24 人 ) 以上 も の 叔母 と 叔父 と 、75 
人 以上 の いと こ が い て 、 そ の 多く は 近く に 住ん で いま す 。 家族 は ゆり か ご か ら 墓 場 ま 
で 社会 的 な 支え の 密集 し た ネッ ト ワー ク を 与え ます 。2、3 人 の 大 人 の 女性 は し ば し 
ば 家族 の 新生 児 の 出生 の 間 に 手 伝い ます 。 大 人 の 姉妹 た ち は 、 月 に 一 度 姉妹 の 日 の た 


め に 集まり ます 。 仕事 が 混ざっ た 戯れ や 、 野 菜 の 収 穫 、 家 の 掃除 も し く は キル ト 作り 
を し な が ら 楽 し み ま す 。 家族 の メン バー は お 互い に 緊急 事態 や 火事 も し く は 洪水 の あ 
っ た と き に 助け 合い 、 も ちろ ん 死ぬ と きも 助け 合い ます 。 

家族 は と て も 多く 、 そ し て 名 前 が 似 て いる の で 、 そ の 多く は 特別 な 特徴 に 関係 が あ 
り 、 家 族 と の つなが り を 表す ニッ ク ネ ー ム を 持っ て いま す 。「 ホー スラ ディ ッシュ ジ 
ェ イ ク と は 、 ホー スラ ディ ッシュ を 栽培 し て いる か それ を た くさ ん 食べ る 人 に 言う の 
か も し れ ま せん 。 サ ラ と 名 づけ られ た 人 は 、「 ベン と ハナ の サラ 」 と し て 知ら れ て い 
て ( 誰 の サラ か を 区 別 す る た め )、 彼 女 の 母 と 祖父 に 関係 し て いま す 。 巨 大 な アー ミ 
ッシュ 社会 で ある ペン シル バニ ア 州 の ラン カス ター の 近く で は 、100 人 以上 も の メア 
リー シュ トル ツ フ ス と 名 づけ られ た 人 々 が お り 、 そ し て 少な く と も 90 人 の ケ ィ ティ 
ーシュ トル ツ フ ス さ ん が いま す 。 

アー ミッ シュ に は 高齢 者 保護 施設 が あり ませ ん 。 年 配 の 人 た ち は 普 通 、 彼 ら の 子供 
た ちの 中 の ひと り の 家 の 中 の 部 屋 か 、 グ ロス ダウ ディ ハウ ス と いう 、 隣 接し た 小さ な 
家 ( は な れ ) に 住み ます 。 何 人 か の 祖父 、 祖 母 に は 80 人 以上 の 孫 と 200 人 の ひ孫 が 
いま す 。 彼 ら の 知恵 で 尊敬 され て いる の で 、 年 配 の 人 た ち は 彼 ら の 成人 し た 子供 の 助 
け と し て 意義 や 威厳 を 見 つけ ます 。 和 孫 の 群 れ に よっ て 囲ま れ 、 知 恵 、 喜 び 、 そ し て ア 
ー ミ ッシュ 生活 の 秘訣 を 次 の 世代 へ と 伝え て いき ます 。 
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アー ミッ シュ の 家庭 の 多く が 立派 な 畑 を 持っ て いま す 。 そ れ に も か か わら ず 、 た く 
さん の 主要 産物 - 砂糖 、 小 麦 粉 、 穀 物 、 コ ー ヒ ー、 ヨ ー グ ルト 、 ア イス クリ ー ム 、 プ 
レッ ツェ ル 、 そ し て ポテ ト チッ プス - は 小さ な 店 で 買わ れ て いま す 。 家庭 の 中 に は 、 
また イン スタ ント プディング 、 イ ンス タン トミ ックス ジュ ー ス 、 市 販 の お つま み 、 缶 
詰 に し た スー プ な ども お 店 に 頼っ て 買っ て いる と ころ も あり ます 。 た くさ ん の 人 々 は 
人 気 の あ る 缶詰 の フル ー ツ や シリ アル 、 麺 類 な ど を 大 量 に 買い ます 。 ある 一 人 の 女性 
は 次 の よう に 言い まし た 。「 缶詰 に し た フル ー ツ や 野菜 を 大 量 に と て も 安く 購入 する 
こと が で きる と き に は 、 菜 園 は ほとん ど 努 力 する に 値 し な い 」 と 。 多 く の 家 庭 で は 牛 
肉 と 豚肉 は 自分 た ち で 肉 に し ます 。 農民 で は な い 人 た ち は 、 肉 を 製造 する 家庭 また は 
友達 か ら 新鮮 な 肉 を 手 に 入れ る よう 手配 し ます 。 ほとん どの アー ミッ シュ の 家族 た ち 
は 、 今 で も 、 非 アー ミッ シュ の 隣人 た ちよ り も は る か に 、 自 分 た ちの 畑 や 家庭 で 保存 
し た 食べ 物 に 頼っ て いま す 。 


食べ 物 は 国 の 地方 に よっ て 違っ た アー ミッ シュ の 食べ 物 が 用 意 さ れ ま す 。 東 の ペン 
シル バニ ア で は 、 ア ー ミ ッシュ は 地方 の 独特 の シュ ー フ ライ パイ や ザウ アー クラ ウト 、 
そし て スク ラッ プル ( 豚肉 と 牛肉 の ひき 肉 と 小麦 粉 と オー トミ ー ル を 組み 合わ せ た も 
の ) を 楽し み ま す 。 地 域 に か か わら ず 、 ア ー ミ ッシュ の 食べ 物 は 大 家族 と 多数 の 客 用 
に 保存 され 、 用 意 さ れ た 。 1 5 0 クォート の アッ プル ソー ス 、1 0 0 クォート の 桃 、 
同じ だ け の 量 の 西洋 梨 、 グ レー プ ジ ュ ー ス や その 他 の 地元 の 果物 が 缶詰 に され る と い 
うこ と は めずらし いこ と で は な い 。 いく つか の 家族 た ち は 、 家 庭 用 の ピザ 用 に 50 ク 
ォ ー ト も の ト マト ソー ス の 缶詰 を 作り ます 。 あ る 家族 は 、 自 宅 で の 礼拝 の 後 の 食事 会 
の た め に 3 ダー ス の パイ を 焼く こと が あり ます 。 ある 1 2 歳 の 少女 は 家族 の た め に 1 
ダー ス の パン を 焼く と いう 毎週 の 仕事 を も っ て いま す 。 パン 屋 さ ん で 買う 家族 も あり 
ます 。 ア ー ミ ッシュ の 家庭 で は 電気 を も つこ と が で き な い の で 、 缶詰 に する こと は 食 
べ 物 を 保つ た め の 習 慣 的 な 手段 で す 。 い く つか の 家族 は 地元 の 店 の 保管 庫 か 、 非 アー 
ミッ シュ の 隣人 の 家 の 冷 凍 庫 を お 金 を 払っ て 借り ます 。 
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常 事態 ー 足 が 折 れ た と か 、 心 臓 発 作 - に だ け 、 医 者 に 見 て も らい ます 。 より 進 
人 0 に ご は ム ド ク ター に みて も らい ます 。 最 先 端 の 医療 技術 を 用 い 

て 、 心 臓 手術 や 臓器 移植 さえ する 家族 も いま す 。 

一 般 的 に 、 ア ー ミ ッシュ の 家族 は 化学 的 治療 より も 自然 治療 が 好き で す 。 た いて い 
の 人 に は アス ピリ ン よ り 薬 草 茶 が 好ま れ ま す 。 多く の 人 々 は さま ざま な 治療 の た め に 
脊柱 指圧 師 を 定期 的 に 訪れ ます 。 保 守 的 な 家族 た ち は 仮 に あっ た と し て も 、 自 然 治療 
に 失敗 し て か ら ハ イ テ ク 治療 を 求め ます 。 ア ー ミ ッシュ の 患者 た ち は し ば し ば 、 同 毒 
療法 と 、 非 専門 的 な 人 か ら ど ちら か か ら の 治療 を 求め ます 。 癌 や その 他 の 病気 治療 の 
た め に 、 メ キシ コ の 無 免許 の 診療 所 に は る ば る 行く 患者 も いま す 。 自 然 療法 は 、 多 く 
の アー ミッ シュ に よっ て 、 自 然 界 の 神 の 命令 に 近い も の で ある の で 、 複 雑 な 科学 的 治 
療 処 置 よ り も 信頼 で きる と みな され て いる 。 
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彼ら の 農業 に 対す る 愛情 に か か わら ず 、 大 半 の アー ミッ シュ は 農業 を 辞め まし た 。 
より 大 き な コ ミュ ニテ ィ に お いて は 、 農 家 の 数 は 15 パー セン ト 以下 で す 。 い くら か 
の 地域 の より 孤立 し た コミ ュ ニ ティ に お いて は 75 パー セン ト 以上 の 人 が 農業 に 従事 
する こと が 求め ら れ ま す 。 農業 以外 の 仕事 へ の 移り 変わ り は 最近 の 100 年 間 の 中 で 最 


も 大きな 変化 で す 。 彼 ら の 事業 や 商業 へ の 係わり 合い が 増加 し た に も か か わら ず 、 ア 
ー ミ ッシュ は 田舎 の 道 治 い や 小さ な 村 の 端 な ど に 住み 、 ま だ 彼ら は 明瞭 に 田舎 暮らし 
を 続け て いま す 。 多く の 家族 は 農業 か ら 離れ た 仕事 と 趣味 の 農業 を 組み 合わ せ て いま 
す 。 農業 で は な い 3 種類 の 仕事 が 栄え を てい ます 。 そ れ は 、 小 さ な 店 と 建設 作業 、 そ し 
て アー ミッ シュ 以外 の 人 の 工場 で 雇 わ れる こと で す 。 

近年 多く の コミ ュ ニ ティ に アー ミッ シュ に より 所 有 さ れ て いる 何 百 も の 小さ な 産 
業 が 生じ まし た 。 そ れ ら の 大 半 は 家族 経営 で す 。 そ し て 、 そ れ ら の 大 部 分 は 木工 品 を 
製造 し ます 。 そ の 木工 品 は 家庭 内 や 屋外 の 家具 や 、 東 屋 、 小 さい 納屋 、 芝 生 の 飾り 、 
犬 小屋 それ か ら 郵便 受け な ど で す 。 金属 の 組み 立て を 専門 に 扱っ て いる 店 も あり ます 。 
それ ら の 店 の いく つか で は 農業 用 の 機械 を 作り 上 げ ま す 、 し か し 中 に は 外部 の アー ミ 
ッシュ で は な い 行 商人 や Wal Mart の よう な 全国 的 な チェ ー ン 店 と 契約 を 結ん で いる 
店 も あり ます 。 金属 製品 や 乾燥 製品 や 食料 な ど を 売っ て いる アー ミッ シュ の 小売 店 も 
好調 で す 。 低 い 諸 経費 と 十分 過ぎ る ほど の 家族 労働 に より 、 小 さい 家 を 拠点 と し た 店 
は と て も 生産 的 で 利益 を 上 げ て いま す 。 よ り 大 き な 商 売 に お いて の 年 間 売上 高 は 500 
万 ドル を 超え る か も 知れ ませ ん 。 

建設 作業 も また 多く の アー ミッ シュ の 男 た ち に 雇用 を 提供 し て いま す 。 い くつ か の 
地域 で は 建設 作業 団 の 一 団 は アー ミッ シュ で は な い 人 の た め の 家 や 工業 用 の 建物 を 
建設 する た め に か な り の 距離 を 仕事 で 飛び 回 り ま す 。 アー ミッ シュ の 所 有する 建設 会 
社 は し ば し ば アー ミッ シュ で は な い 従 業 員 を 雇い 、 そ の 人 は 作業 員 た ち を 建設 現場 ま 
で 送る 車 の 運転 も し ます 。 電気 工具 の 使用 を 規制 し て いる 教会 の 規則 は 地元 か ら 離れ 
た 作業 現場 で は し ば し ば 緩和 され ます 。 より 保守 的 な アー ミッ シュ の グル ー プ は 建設 
の 仕事 を 思い と どまり ます 、 な ぜ な ら 、 そ れ は 科学 技術 へ の 露出 や 外部 の 世界 と の 相 
互 作用 を 増やす か ら で す 。 

いく つか の コミ ュ ニ ティ で は 、 大 部 分 の アー ミッ シュ の 男 た ち は 田 舎 の 地域 に ある 
アー ミッ シュ で は な い 人 が 所 有 し て いる 工場 で 働い て いま す 。 イン ディ アナ 北部 で は 
多く の アー ミッ シュ は RV 車 を 製造 し て いる 工場 で 働い て いま す 。 数 百 の アー ミッ シ 
ュ が 工場 で 働く こと は 、 実際 は 小さ な アー ミッ シュ の 世界 を ハイ テク な 活動 の 中 に 形 
成す る こと な の か も 知れ ませ ん 。 医療 保険 や 社会 保障 の よう な 付加 給与 は 、 ア ー ミ ッ 
シュ の メン バー を 相互 援助 の た め に 教会 を 頼ら な いよ うな 気 に す る こと が 出来 ます 。 
農業 で は な い 雇 用 の 成長 は 多く の アー ミッ シュ コミ ュ ニ ティ に 新しい 財産 を も た 
ら し まし た 。 年 長者 の 中 に は 新しい 仕事 が た くさ ん の 「 楽に 手 に 入る お金 と ポケ ッ ト 
の 中 の 使う 準備 の 出来 た 現金 」 を も た らし 、 や が て は 農業 の 世代 が 作っ た 仕事 の 倫理 
を 侵害 する と 心配 し て いる 人 も いま す 。 多く の アー ミッ シュ の コミ ュ ニ ティ は 家 を 拠 
点 に し た 仕事 の 方 を 父親 が 外 で 働く 「 弁当 箱 が 必要 な 仕事 」 よ り も 好み ます 。「 私 た 
ち が し よう と し て いる こと は 何 か 」「 それ は 共に 家族 を 維持 する こと で す 。」 と 、 あ る 
若い 店 の オー ナー は 言い まし た 。 
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アー ミッ シュ の 生活 の 娯楽 は 、 し ば し ば その 土地 の 自然 を 含む 活動 に 重点 が 置か れ 
て いる 。 車 が な く 、 多 く の 日 常 の 決ま りき っ た 雑事 が ある か ら 、 家 族 た ち は そ の 土地 
の 社会 と 結び つい て いる 。 そ り に 乗っ たり 、 ス ケー ト を し た り 、 泳 い だ り 、 釣 り を し 
た り 、 狩 り を する こと は 、 仕 事 の 日 常 か ら 離れ 、 い つも と 違う こと を する こと で す 。 
ソフ ト ボー ル 、 コ ー ナ ー ボ ー ル 、 バ レー ボー ル と いっ た 非 公式 の ゲー ム は 、 多 く の ア 
ー ミ ッシュ の 社会 で 長い 間 好 まれ 続け て いま す 。 子供 た ちの 中 に は 、 手 作り の お も ち 
ゃ や 、 自 分 た ち で 考え た ゲー ム で 遊ぶ 子 た ち も い ます 。 ま た 、 明 る く 色づけ され た プ 
ラス チッ ク の お も ちゃ 、 三 輸 車 、 一 輪 車 で 遊ぶ 子 た ち も い ます 。 

歴史 的 に 、 終 わり の な い 農 場 の 日 常 の 決ま りき っ た 雑事 は 、 仕 事 の 大 切 さ を 強調 し 
て いま し た 。 家族 た ち は 余 暇 の 時 間 が ほとん ど あ り ま せん で し た 。 更 に 言う と 、 喜 び 
や 楽し みごと は 、 時 間 を 無駄 遣い する だ け で な く 、 完 全 に 悪い こと だ と みな され て い 
まし た 。 何 も し な いこ と は 、 悪 魔 の 仕事 場 だ と 考え られ 、 害 や ほか の 悪 に 導 か れる と 
考え られ て いま し た 。 こ れ ら の 考え は 、 よ り 保 守 的 な 社会 で いま だ に 普及 し て いま す 。 
し か し 、 農 業 を し な い ア ー ミ ッシュ の 間 で は 、 娯 楽 の 習慣 は 変化 し て き て いま す 。 

事業 や 工場 の 仕事 を し て いる 家族 た ち は 、 娯楽 の た め の よ り 多 く の 時 間 を みつ け て 
いま す 。「 私 た ち は 、 今 で は 昔 よ り 余 暇 を 楽し む 人 々 で す 。」 と 一 人 の ビジ ネス マン は 
言い まし た 。 ま た 別 の 店 の 支配 人 は 、「 今 、 私 た ち は ビ ジネス を する 人 々 で す 。 た だ 
の 田舎 の 農業 者 で は あり ませ ん 。 そ し て 、 時 に は 私 た ち は た だ 休暇 を と る こと だ け を 
必要 と し ます 。」 と 言い まし た 。 い くつ か の カッ プル た ち は 、 自 分 ら の 州 の 外 の 友達 
や 親戚 を 訪ね る た め に 賃借 り の トラ ッ ク で 旅 を する か も し れ ま せん 。 行く 途中 、 彼 ら 
は 歴史 上 有名 な 場所 を 訪ね た り 、 州 立 公園 や 国立 公園 に 立ち 寄る か も し れ ま せん 。 大 
き な グ ルー プ た ち は 、 時 々 バス を チャ ー タ ー し 、 歴 史上 有名 な 村 、 動 物 園 、 自 然 の 場 
所 に も 同様 に 訪れ ます 。 家族 の 再会 や ビク ニッ ク も また 、 訪 問 や リラ ックス する た め 
に 人 気 の あ る 時 間 で す 。 

男性 の グル ー プ は 、 時 々 数 日 狩猟 用 の 小屋 を 借り た り 、 彼 ら が 住ん で いる 場所 次 第 
で 、 大 西洋 の 深い 海 や 、 五 大 湖 の 一 つ で 釣り を する た め に ボー ト を 貸し きり ます 。 ア 
ーー チェリー は いく つか の 地域 で 人 気 の あ る スポ ー ツ で す 。 ほか に 好 か れ て いる 遊び は 
バー ドウ ォ ッ チン グ で す 。 バ ー ド ウォ ッ チ ング を 楽し む 大 人 た ち は 、 時 々 人 気 の あ る 
移動 する 群れ の 場所 に 、 国 を 縦断 し て 旅 を し ます 。 若 い 人 た ち は 、 場 所 に よっ て は 、 
時 々 水上 スキ ー や 雪上 スキ ー を し ます 。 

進歩 的 な 家庭 で は 、 レ ジャ ー は 増加 傾向 に あり ます 。 そ れ に も か か わら ず 、 ア ー ミ 
ッシュ の レジ ャ ー は あま り 商 業 化 され て いな く て 、 ず っ と 自然 と 結び つい て いま す 。 
レジ ャ ー は 、 ほ と ん どい つも コミ ュ ニ ティ 一 中 心 で 、 家 族 と 友達 の 周り で 回 っ て いま 
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アミ ッシュ の 集団 は 完全 で は あり ませ ん 。 他 の 人 の よう に 、 ア ミッ シュ も 欲 や 始 み 
や 怒り で 感情 が 高まり ます 。 両親 は 他 の 社会 の よう に 彼ら の 子供 た ちや いく つか の 若 
者 反逆 者 を 心配 し ます 。 離婚 は 禁じ られ て いま す が 、 結 婚 は 時 々 うま くい か な く な り 
ます 。 時 折 そ の 力 を 乱用 する リー ダー も いま す 。 ま た 、 家 庭 内 で の 性 的 虐待 、 身 体 的 
虐待 の 報道 も 時 々 あり ます 。 不一致 は 集会 生活 を 衰弱 させ ます 。 調和 が 回 復 す る まで 
集まり を 延期 させ ます 。 一 人 の アミ ッシュ の 男性 が 言い まし た 。「 私 た ち は 完 全 で は 
な い 、」 と 。「 私 た ち に は 私 た ち 自 身 の 問題 の セッ ト が あり ます 。」 

欠点 が ある に も か か わら ず 、 ア ミッ シュ は 珍し い 社 会 を 発展 させ て きま し た 。 政府 
の 援助 か 科学 的 援助 は ほとん ど な く し て 、 彼 ら は メン バー に 注意 と 威厳 を 与え ます 。 
若い ころ の 時 折 の アル コー ル や 薬 の 乱用 は さて お き 、 ア ミッ シュ は 現代 社会 の 荒廃 の 
多く を 避け て きま し た 。 実質 的 に は 彼ら に は ホー ムレ ス 、 失 業者 、 政 府 の 補助 金 で 暮 
ら す 人 は いな く て 、 和 獄中 の 人 、 離 婚 し た 人 、 重 大 な 虐待 の ケー ス も ほとん ど あ り ま せ 
ん 。 こ の よう に 考慮 し た うえ で 、 彼 ら は ハイ テク 名 日 用 品 や 専門 的 教育 、 高 校 教育 な 
し で 、 思 いや り の ある 社会 を 作っ て きま し た 。 

私 た ちの 近く の アミ ッシュ か ら 学 べ る こと は 多く あり ます 。 し か し 、 い くつ も の 知 
恵 の 断片 は 注目 すべ き で す 。 一 つめ に 、 彼 ら の 伝統 に 対す る 尊敬 は 集団 の 知恵 の 大 切 
さ を 強 調 し ます 。 個々 の 知性 や 個人 的 な 権威 の ある 人 の 経験 を 頼る を より むし ろ 、 ア ミ 
ッシュ は 彼ら の 文化 的 な 貯蔵 の 仲の 歴史 的 な 知恵 の た くわ え を 頼り ます 。 彼ら は 個人 
の 熟練 され た 合理 的 な 推測 より も 集団 の 知恵 の ほう が より 信頼 で きる と 信じ て いま 
す 。 

ニニ つ め に 彼ら は 個々 の 自由 より 教会 集団 の 福祉 の よう が 大 切 だ と 考え ます 。 それ は 
教会 の 意思 に 自分 本 位 な 願望 を 譲る こと で 、 生 活 に 深い 意味 と 目的 を 結局 も た ら す と 
信じ て いる か ら で す 。 彼 ら の 目 の 中 で プラ イド と 個人 主義 は 破壊 的 で す 。 謙 虚 、 自制 、 
服従 は 集まり に 平和 と 喜び を も た らし ます 。 

三 つ め に 、 ア ミッ シュ は 技術 を 使い こなす 大 切 さ を 学び まし た 。 そ れ は 彼ら の 集 ま 
り を 制御 する より むし ろ 役 立ち ます 。 他 の ほとん ど な い 集まり の よう に 彼ら に は 伝統 
的 な 生活 を 維持 する た め に 技術 の 強力 な 力 に 対抗 する 勇気 と 粘り 強 さ が あり まし た 。 
要する に 、 集 団 の 安楽 は 技術 を 使う た め に 個人 の 自由 と 取っ て 代わ っ た 。 

四 つ め に 大 きい 家族 は さて お き 、 ア ミッ シュ は 小 規模 で 普段 どおり の 社会 の 関係 の 
大 切 さ を 強調 し ます 。「 大 きい も の は 全て を 破滅 させ る 。」 一 人 の アミ ッシュ の 大 工 が 
言い まし た 。 学 校 は 小さ く 、 地 方 の 協会 は 家 の サ イズ に よっ て 制限 され まし た 。 ま た 、 
協会 は ビジ ネス の サイ ズ を 抑制 し ます 。 親しく 、 面 と 向かっ た 関係 は 人 の 交流 に 威厳 
と 敬意 を くわ えま す 。 

アミ ッシュ は 限界 を 受け 入れ る こと を 学び まし た 。 本 当 に 彼ら は 設定 と 尊敬 する こ 
と の ほとん ど 全て は 知恵 の 土台 の ひと つ だ と 主張 する で し ょ う 。 アミ ッシュ の 限界 は 、 
人 の 幸せ の た め に 必要 な 要求 な の で す 。 限界 な し で 、 個 々 は 尊大 に な り 自 惚れ 、 自 滅 


し ます 。 そ し て 、 抑 制 が 初め は 個々 の 自由 を 止め させ る よう に 見 える か も し れ ま せん 
が 、 実際 現代 社会 の 交代 制 の 選択 と 終わり の な い 選 択 よ り も 個人 へ の 尊敬 と 安全 を よ 
り 素晴らし くし ます 。 集まり に 限界 、 居 場所 、 存 在 証明 の 形 を 設け る こと へ の 尊敬 、 
其 れ は 三 つ の 大 切な 人 の 満足 と 幸せ の た め の 鍵 で す 。 

いく つか の 方 法 で アミ ッシュ は 我々 を 炉 わ し 、 悩 ませ ます 。 私 た ち は 現 代 技 術 、 ハ イ 
レベ ル な 教育 、 最新 の ファ ッ シ ョ ン 、 足かせ の な い 自 由 が な く な る こと を 心配 し ます 。 
彼ら は 実際 我々 より 幸せ で な い に せ よ 我 々 と 同じ くら い 幸 せ か も し れ ま せん 。 そし て 、 
アミ ッシュ は 私 た ち を 米 わ す と 同時 に 魅了 し ます 。 彼ら は 人 の 幸せ の 根本 で 目的 と 意 
味 の 源 を よく 考え る た め に 我々 を 刺激 し ます 。 


